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授業目的
AIの基盤技術である機械学習・深層学習に関する基礎的な知識を修得し、それらの実装のために必

要なPythonを用いた基礎的なプログラミングスキルを修得することを目的とする。

到達目標

・機械学習・深層学習に関する基礎的な仕組みを理解し、説明できるようになる。

・Pythonを使って簡単なデータ解析ができるようになる。

・Pythonを使った機械学習・深層学習のプログラムを理解し、簡単なアルゴリズムの編集ができるよう

になる。

授業の概要・背景
機械学習や深層学習の仕組みを学ぶ。さらに、プログラミング言語Pythonの基礎を学んで、機械学

習や深層学習に関するプログラミングを行う。

回 講義タイトル 講義内容

1 Pythonの概要と基本構文

Pythonの概要を理解する。

Pythonを学習する理由を理解する。

Pythonの基本構文を理解する

2
NumPyによる数値計算と

Matplotlibによる可視化

NumPyに関する理解を深め、数値計算処理ができるようになる。

Matplotlibに関する理解を深め、データの可視化ができるようになる。

3
Pandasの概要とデータ読み込

み

Pandasに関する理解を深め、簡単な操作ができるようになる。

テキスト、HTML、Excelの3種類のデータ形式からPythonでのデータの読み込み方を習得する。

4
データ解析の基礎1（データ加

工）

データ加工に関する以下の5つについて理解する。

1. データの結合と連結

2. ピボットテーブルの作成

3. 重複データ処理

4. 欠損値、外れ値の処理

5. クロス集計処理

5
データ解析の基礎2（データの

可視化）

Seabornを使って以下の5つのグラフを作成できるようになる。

1. ヒストグラム

2. 散布図

3. 棒グラフ

4. 折れ線グラフ

5. ヒートマップ

6 データ解析実践 サンプルデータを用いて、データ解析ができるようになる。

7
機械学習１（機械学習概論

と線形回帰）

教師あり学習と教師なし学習の違いについて理解し、説明できるようになる。

教師あり学習の理解を深めるため、線形回帰について理解し、説明できるようになる。

8
機械学習２（ロジスティック回

帰）

教師あり学習の理解を深めるため、ロジスティック回帰(分類予測)について理解し、説明できるようにな

る。

9
機械学習３（SVM，サポート

ベクターマシン）

教師あり学習(分類予測)の主要アルゴリズムの一つとして、SVM(サポートベクターマシン)について理

解し、説明できるようになる。

10
深層学習１（ニューラルネット

ワークの仕組み概論）
深層学習の原理を理解するため、ニューラルネットワークの概要を理解する。

11
深層学習２（ニューラルネット

ワークの学習）

ニューラルネットワークの学習方法の1つとして、誤差伝搬法について理解を深める。

ニューラルネットワークの種類(CNN、RNN/LSTM)の概要や実装のためのライブラリを理解する。

12
深層学習３（Pythonによる

CNNの実装）

CNNが、Pythonではどのように実装されているのかを、サンプルコードを見ながら学習する。また、企業

活動への適用事例も合わせて紹介し、実務への理解を深める。

13
深層学習４（Pythonによる

RNNおよびLSTMの実装）

RNN/LSTMが、Pythonではどのように実装されているのかを、サンプルコードを見ながら学習する。ま

た、企業活動への適用事例も合わせて紹介し、実務への理解を深める。

14 総合演習 本講義で学習した内容を十分に習得していることを確認する。


